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女子大学入学生を対象とした健康教育の評価（第二報）
－保健師による健康教育の実践から－
濱田 朋美＊１　 武 和子＊２　 田島 悦子＊３　 所 敏治＊４
要旨
　本学では平成23年度より入学生を対象に保健センター主催の健康教育を全学共通の必修講義として開講し，平
成24年度にはその評価を試みた（第一報）。本研究の目的は，第一報の評価と学生が大学入学までに受けた健康教
育の内容をもとに平成26年度に本学保健センター保健師が実施した健康教育が学生にどのように評価，認識され
たかを明らかにし，より効果的な女子大学での健康教育の方向性を得ることである。
　健康教育を受講した１年生1507人を対象に，講義の内容に関して自記式質問紙調査を行った。その結果，保健
師が実施した健康教育の効果について９割以上の肯定的な評価が得られ，性差を考慮した教育内容の重要性が示
された。また，その内容は社会背景や大学入学までに受けた教育の程度によって変化するものであり，日常業務
を通し時代毎に変化する学生の健康課題を敏速に把握し教育に反映させる視点が必要であることが示唆された。
更に，大学での効果的な健康教育には事務局等の支援体制を得ることが必要であることが示された。
キーワード
　大学，女子学生，健康教育，性差
Abstract
　Health education classes hosted by the health center began as a compulsory common subject for new 
students of all faculties in Seitoku University in 2011 and their eﬀectiveness was ﬁrst assessed in 2012 (the 
ﬁrst report). The present study clariﬁes the eﬀectiveness of health education for students, conducted by the 
health center in 2014, and aims to establish better health education system in women’s college based on the 
ﬁrst report, the level of health education at high school, and the women students’ present knowledge of health 
education. Questionnaire survey about contents of the health education classes was conducted for 1507 ﬁrst 
grade women students who enrolled in the classes. The results show positive evaluations from more than 
90% of students and also highlight the importance of the education considering sex diﬀerence. It is suggested 
that the contents of the health education classes should be modiﬁed as per social background or the degree of 
health education at high school. It is also suggested that students’ health problem varying with age should be 
promptly understood and should be reﬂected on contents of the health education. In addition, it was shown that 
the executive oﬃce support system is necessary for eﬃcient health education.
Key words
　women students, health education, sex diﬀerence
＊１：聖徳大学保健センター・講師／＊２：聖徳大学保健センター・副主幹 
＊３：聖徳大学保健センター・非常勤講師／＊４：聖徳大学保健センター・教授
Ⅰ．はじめに
　中学校，高校における保健教育に関して，平成20年度に告知
された学習指導要領1）2）においては，「生涯を通じて自らの健康
を適切に管理し改善していく資質や能力を育成するため，いっ
そうの内容の改善を図る。また生活習慣の乱れやストレスなど
が健康に影響することを学ぶことが重要であり，健康の概念や
課題などの内容を明確に示すとともに，心身の発育・発達の健
康，生活習慣病などの疾病の予防，保健医療制度の活用，健康
と環境，生涯の防止としての安全などの内容の改善を図ること」
とされた。
　このような背景から，大学においても健康教育の必要性が求
められているが，大学においては関係省庁による明らかな指針
がなく，各大学で実情に合わせ実施されている状況である。大
学での健康教育は，卒後社会人になった後も自己管理できる能
力の修得を目指し位置付けられ，多くの学生にとって最後の教
育機関としての重要な役割があると考える。わが国の少子高齢
化の観点からも，女子学生が結婚，妊娠，出産を選択する際の
十分な知識と，自己管理能力を獲得したうえで社会に出ること
は重要な課題であると考える。
　本学の健康教育においては，保健センター主催にて2009（平
Assessment of Effectiveness of Health Education for New Women Students (Part 2) 
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式の記述から，本学保健センター保健師が実施した健康教育が，
学生にどのように評価，認識されたかを分析した。
Ⅲ．結果
１．大学入学までに受けた健康教育の先行調査について
　先行調査は，2012（平成24）年５月13日から６月13日に健康
教育を受講した学生1449人に質問紙を配布し，回答した1427人
（回答率98.5％）の調査結果を分析したものである。
　なお，本調査は聖徳大学ヒューマンスタディに関する倫理委
員会の承諾のもと実施した（受付番号H25U004）。
　質問項目は年齢，出身地，出身高校は公立，私立のいずれか，
中高一貫校か否か，共学，女子校か，大学入学までに受けた健康
教育に関する内容と知識に関するもので，健康教育に関する内
容は小橋ら11）の先行研究および文部科学省の学校保健の推進12）
に示されている健康教育関連資料や高校保健体育の教科書の目
次を参考に設定した次の24項目とした。「健康とはどういう状
態をいうか」「栄養のバランス・量の重要性」「規則正しい生活
の重要性」「適度な運動の重要性」「正しい姿勢の重要性」「免
疫を高める方法（風邪の予防など）」「虫歯の予防（正しい歯の
みがき方）」「月経のセルフケア」「肥満の身体への影響と予防」
「無理なダイエットの身体への影響と予防」「喫煙の健康への影
響」「飲酒の健康への影響」「薬物乱用・依存の健康への影響」
「心の健康の保ち方（ストレスとの付き合い方）」「感染症と予
防（正しい手洗いの方法等）」「性感染症の予防」「エイズの感
染経路と予防」「正しい避妊方法」「怪我の予防（準備運動の重
要性など）」「応急手当（怪我，火傷，骨折）の手順や方法」「AED
の使用方法」「医薬品の適切な使用方法」「がんの予防」「健や
かな出産のために必要なこと」についての教育の程度を，「し
っかり教わった」「多少教わった」「教わったとはいえない」「全
く教わっていない」の４件法で回答を求めた。さらに月経と飲
酒の知識に関する７項目，「基礎体温とは，婦人体温計を使用
して口腔内で体温を測定することを知っているか」「月経周期
によって心身の状況に変化があるのは女性ホルモンの影響だと
いうことを知っているか」「女性の妊娠能力は40代では30代よ
り低下することを知っているか」「月経の日にちを手帳などに
記録しているか」「飲酒の影響について女性は男性よりも少量
かつ短期間で肝障害を起こしやすいことを知っているか」「ア
ルコールを飲んで酔うということは脳がマヒしていることだと
知っているか」について，「はい」「いいえ」の２件法で「月経
周期の理解」については月経周期の５つの説明と，「わからない」
の６件法で回答を求めた。
　統計学的解析には統計ソフトSPSS（18,0J）を用い，変数間の
関連はPearsonのχ2検定を用いて調べ，検定における有意水準
は５％未満（両側）とした。
　大学入学までに受けた健康教育のうち，60％以上の学生が
成21）年度より短大の新入学生を対象に開始され，2011（平成
23）年度にはキャリア教育の一環として，広く教養を身につけ
ることを目的にした全学共通科目である聖徳教育Ⅰの中に取り
入れられた。これにより学部・短大ともに必須授業に位置付け
られ，他大学の健康教育と比較しても希少な恵まれた体制にあ
るといえる。
　平成24年度には本学保健センターが実施した健康教育の評価
を行った（第一報）3）。
　2013（平成25）年度に，学内でカリキュラムの見直しが行われ，
健康教育の講義時間は2012（平成24）年度までの４回から２回
に半減した。婦人科の外部講師の講義数の１回を確保すると保
健師による講義数は１回に大幅に減らさざるを得ない状況にな
った。このことで，１回の講義で伝えるべき内容の検討が必要
になり，第一報3）での評価と本学１年生を対象に実施した大学
入学までに受けた健康教育の先行調査をもとに改善を試みた。
　大学での健康教育に関する先行調査は，大学生の健康に関す
る意識，知識，行動の実態などから大学での健康教育の可能性
や必要性を述べたもの4,5,6,7,8）が多く，大学の保健センターが実
施した健康教育の教育効果についての報告9,10）は少ない。
　本研究の目的は，2014（平成26）年度に本学保健センター保
健師が実施した健康教育が，学生にどのように評価，認識され
たかを明らかにし，今後のより効果的な健康教育の方向性を得
ることである。
Ⅱ．方法
　調査の対象は，2014年６月５日から６月26日に本学保健セン
ター保健師の実施した健康教育を受講した１年生1507人で，質
問紙に回答した1506人（回収率99.9％）である。調査は自記式質
問紙を配布しその場で回収した。質問紙を配布する際，調査の
目的と記入の内容によって不利益が生じないことを口頭で説明
した。
　質問紙は内野ら10）の学生生活概論の教育効果についての調査
を参考に作成した。質問項目と回答の方法は「この授業の内
容はどうでしたか」には「大変よかった」「よかった」「普通」
「よくなかった」の４件法で回答を求め，「この授業は学生生活
を送る上で直面するかもしれない健康問題を未然に防ぐのに役
立つと思いますか」「この授業は学生生活を送る上で今後問題
に直面した時，問題解決に役立つと思いますか」「この授業は
自分について振り返ったり考えたり，気づいたりする機会にな
りましたか」「今後，体や心での悩みや不安を抱えたとき，保
健センターに相談に行ってみようと思いましたか」については，
「強くそう思う」「そう思う」「あまりそう思わない」「そう思わ
ない」の４件法で回答を求めた。さらに授業の感想を自由記述
回答方式で求めた。
　本研究は，選択回答方式の調査書の集計と，自由記述回答方
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「しっかり教わった」と回答したものは，「喫煙の健康への影響」
（65.0％），「飲酒の健康への影響」（61.9％），「薬物乱用・依存
の健康への影響」（69.0％）であり，「しっかり教わった」と回
答した学生が20％以下であった項目は，「月経のセルフケア」
（17.3％），「医薬品の適切な使用方法」（18.4％），「がんの予防」
（14.0％），「健やかな出産のために必要なこと」（18.7％）であっ
た（図１）。
　月経周期の正答率は28.4％と低率であり，自己の体調の変化
と月経周期との関連として，把握できていない状況が示され
た。月経のセルフケアについての教育の程度と月経に関する知
識との関連については，「しっかり教わった」と回答した者で
も，月経周期の正解率が極めて低い結果であったことから，教
育の内容，方法を検討すべきであることが示された。本国の大
学生の月経，妊娠の知識が不十分であることは，多くの先行調
査13,14,15）でも示されている。また，保健面談の場面でも，自己
の体調管理において重要な月経周期に無頓着な学生の存在が目
立っていた。このような状況より，月経周期の理解や関連疾患，
月経のセルフケアについての知識を与えることは最優先すべき
であったが，保健師の講義での限られた時間では触れることは
困難であると判断し，婦人科医師に委ねることにした。
　飲酒の身体への影響に関する知識においては，「女性は男性
よりも少量かつ短期間で肝障害を起こしやすいこと」を知って
いる割合は31.9％と低率であり，上村，小嶋ら16）の女子大学生
の飲酒行動と意識に関する先行調査での３割と同様の結果とな
った。
　「飲酒の健康への影響」については「しっかり教わった」割
合が，先行調査，本調査とも高率であった。しかし，教わった
程度と，飲酒の健康への性差の影響の知識には有意差がみられ
なかった（P＝0.383）。すなわち「しっかり教わった」と回答し
ていても，「女性にとっての適量は，男性よりも少量である」
という認識は低い結果であった。また，飲酒実態調査17）による
と若い女性の飲酒率が高くなっており，女性の重症型アルコール
性肝炎患者は増加し18），さらに女性のアルコール依存症も増加
している19）ことからも，性差を意識した飲酒教育が必要である
ことが示された。大学生の急性アルコール中毒による死亡事故
は後を絶たず起きている20）。また，東京消防庁調べの急性アル
コール中毒による年齢別搬送人員の割合21）は，20代で最も高い
ことからも，飲酒が許される年齢を目前にし，サークル活動な
どで飲酒の機会ができる前の，大学入学時に徹底した教育が重
要であると考える。
　その他，「肥満の身体への影響と予防」「無理なダイエットの
身体への影響と予防」「正しい姿勢の重要性」「がんの予防」に
ついての教育が不十分であると考えた。「がんの予防」につい
ては，女性特有のがんとして取り上げ，子宮頸がんは婦人科医
師が，乳がんは保健師が説明した。
図１　大学入学までの受けた24項目の健康教育の程度
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３．選択回答式による授業内容の評価について
　授業内容の総評についての回答結果は，「大変よかった」
47.0%（708人），「よかった」47.5%（715人），「ふつう」5.5%（83人）
「よくなかった」0.0%（０人）で，「大変よかった」，「よかった」
図２　受講学生の学部構成割合
２．講義の概要について
　2014（平成26）年度の健康教育の概要は表１ の通りである。
　受講学生の学部構成割合を図２に示す。
濱田 朋美　武 和子　田島 悦子　所 敏治 調査研究　女子大学入学生を対象とした健康教育の評価（第二報）
表１　2014（平成26）年度健康教育の概要
担当 主な内容 時間 開講日 学科 対象人数
保健師
テーマ：自立した女性を目指した健康管理
90分
6月15日
6月12日
6月13日
6月19日
6月26日
人間栄養
社会福祉・文学・心理・音楽
保育・総合文化・看護
児童①
児童②
466
269
224
314
293
1.健康診断の結果の見方
2.生活の点検の仕方と改善策
3.ベストウエイトのために
4.カラーコンタクト使用の注意
5.美しい姿勢とは（生活の中に運動を）
6.アルコールと薬物
7.学外研修における健康管理
婦人科医師
テーマ：知っていてもらいたい自分の身体のこと
90分 7月17日
11月6日予定
児童・人間栄養
その他の学科
831
735
1.月経の正常と異常
2.女性特有疾患 
3.性感染症 
4.子宮頚がん
5.リプロダクティブ・ヘルス・ライツ（避妊法）
図３　授業内容による総評
図４　授業効果の評価
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を合わせると94.5％が肯定的な評価であった（図３）。
　授業効果の評価については，「直面するかもしれない健康問
題を未然に防ぐのに役立つと思う」については，「強くそう思
う」40.0％（587人），「そう思う」58.5％（859人），「あまりそう
思わない」1.5％（22人），「そう思わない」0.0％（０人）であり，
98.5%が肯定的回答であった（図４）。
　「今後問題に直面した時，問題解決に役立つと思う」につい
ては，「強くそう思う」39.2％（576人），「そう思う」58.9％（865
人），「あまりそう思わない」1.8％（27人），「そう思わない」0.0
％（０人）であり，98.1%が肯定的回答であった（図4）。
　「自分について振り返って考えたり，気づいたりする機会に
なった」については，「強くそう思う」38.5％（563人），「そう思う」
59.4％（869人），「あまりそう思わない」2.2％（32人），「そう思
わない」0.0％（０人）であり，97.9%が肯定的回答であった（図４）。
　「体や心での悩みや不安を抱えたとき，保健センターに相談
に行ってみようと思う」については，「強くそう思う」26.7％（391
人），「そう思う」65.3％（956人），「あまりそう思わない」7.0％
（103人），「そう思わない」1.0％（14人）であり，92.0%が肯定的
回答であった（図４）。
４．自由記述回答式による授業の感想の評価について
　自由記述回答式の授業の感想については，内野ら10）の分類を
参考にした。授業内容への興味・関心，知識の獲得・深化，知
識の有用性の認識についての記述は「知的側面の変化」として，
内省・自覚の促し，問題の捉え直し，自己の気づきについての
記述は「自己の振り返り」として，新たな心構え・姿勢の形成，
行動・生活の変化・改善，不安の軽減・解消についての記述は「生
活・行動の変化」として，３つに分類した。分類した自由記述
式回答は，ほぼ原文中一部抜粋し，図５に示す。
　授業方法や実施条件における感想としては，「スライドが見
やすく，なぜそうなるのか詳しくて，わかりやすい話し方でよ
かった」，「多くのデータを示してくれたので理解しやすかった」
などの肯定的な回答が多数あった。一方，スピードが速くてメ
モが取れなかった，若干モニターが見にくかったなどの否定的
な回答もあったが，極少数であった。
Ⅳ．考察
１．授業内容・方法に関する評価について
　保健師が実施した健康教育の内容の総評は，「大変よかった」
47.0%，「よかった」47.5%で合わせると94.5％が肯定的な回答
であった。2011（平成23）年度の第一報3）での評価は「大変よか
った」24.3％，「よかった」53.1％で合わせて77.4%であったこ
とから，2014（平成26）年度の保健師の健康教育に対する評価
はかなりの高評価であったといえる。今回の保健師の授業内容
と方法については，必要だと思われる内容を絞りこみ，学生が
自分の問題として興味をもてる内容としての目標は概ね達成で
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【知的側面の変化】
・役立つ情報が聞け，自分の健康維持のために必要なことがよく分かった
・高校で学んだことより多く学べてよかった
・先生の話が楽しかった，面白かった
・女性ならではの話なので自覚を持ちしっかり聞くことができた
・自分の健康や身体のことを詳しく知ることができた
・心と体のバランスが大事だということがわかった
・姿勢を意識することで筋肉がつき消費カロリーが高くなることを知った
・実際に背筋を伸ばしたことで楽しく授業を聴くことができた
・貧血の原因やメカニズムが知れ，改善方法がわかってよかった
・アルコールや薬物の影響を改めて学べてよかった
・女性のアルコール依存（者）が増えていることを初めて知った
・危ないことに関わらない，逃げるということがわかった
・身近な話題を取り上げ興味を引く授業だった
・学生目線で話をしてくれたので興味を持って聞くことができた
・食事は健康に大きくかかわっていると感じた
・乳がんの自己チェック法が知れてよかった
・保健センターはけがや病気の時だけでなく体調やダイエットの事も相談で
きると知った 
・不適切なカラーコンタクトの使用は危険であるということがわかった
・痩せすぎは良くない，過度なダイエットは良くないことを知った
【自己の振り返り】
・健康に関する教育は今後受ける機会が少なくなると思うのでとてもために
なった
・これからの生活（20 年，30 年後）に役に立つ話だった
・健康でいることが大事だと感じ，自分で健康管理する大切さがわかった
・美しさは外見だけでなく内面的の美しさが大切であり健康こそ美であると
知った 
・バランスの良い食事，運動，睡眠が大切さを改めて感じた
・健康について少し甘く考えていたので考えを改める良い機会だった
・貧血と立ちくらみが同じものだと思っていたけど違いが分かってよかった
・自分は貧血だと思っていたが脳貧血症状だと分かった
・自分は貧血で，疲れやすいのはそれが原因だということがわかった
・貧血の通知がきたので，食生活に気をつけようと思った
・アルコールや薬物の健康障害についてよく考えなければと思った
・薬物は高校時代の復習となった
・改めて自分の体のことを見直すことができ，実生活で予防をすることがで
きると思った 
・自分の体のことを改めて考え，貧血，胸部Ｘ線，BMI，尿検査の意味がわかっ
た 
・自分の食生活を振り返ることができ，改善したいと思った
・乳がん，子宮頚がんの検診を受けようと思った
・健康診断の結果の見方がわかり , 今後の生活習慣も見直そうと思った
・20 代女性は運動を一番していないと知り，運動習慣を意識しようと思った
【生活・行動の変化】
・アルコールパッチテストを保健センターでできること知り，行ってみようと
思った
 ・健康管理について自分でも勉強してさらに知識をつけたいと思った
・周りの友人に今日学んだことを教えてあげたいと思った
・健康を意識して自己管理しようと思った
・今日学んだことを早速実行したい（ストレッチなど）
・姿勢が悪いことで脊髄に負担をかけることがわかったのでこれからは気を
つけよう
・肩こり・頭痛・腰痛に悩まされるので日頃の姿勢を意識していきたい
・姿勢に気を付けて外見も中身も素敵な女性になろうと思った
・お酒やたばこ薬物を勧められることがあるかもしれないので気をつけよう
と思った 
・女性は男性よりアルコールに弱いので飲む量を抑えることが大切だと知った
・薬物は本当に恐ろしいもので絶対に手をださないと誓った
・自分の健康状態を知ることができ安心することができた
・今後は体重をきちんと量り自分の体調をちゃんと確認することを心がけたい
・BMI の計算の仕方がわかり，体重を日頃から記録しようと思った
・健康の不安があったときには保健センターに相談に行こうと思った
・ストレスがたまったら運動をしようと思った
・低血圧であるが生活に影響がなければ心配ないことが分かり安心した
・学外研修時は自分の体調を管理し対処していきたい
・便秘がひどいので，食生活を見直し運動を多くして改善しようと思った
図５　授業の感想における自由記述回答の分類
― 118 ―
濱田 朋美　武 和子　田島 悦子　所 敏治 調査研究　女子大学入学生を対象とした健康教育の評価（第二報）
だ。このことは学生の感想からも「講義の途中で体を動かす時
間があり，集中できた」，「実際に体を動かすと気持良く，リフ
レッシュできた」，「正しい姿勢の美しさを実感できた」など高
評価であった。さらに，20代女性の運動している者の割合が低
いこと22）を示し，日常での運動量を確保する工夫について説明
した。学生の感想では「高校時代より運動量が減っているので，
体を動かす意識を持ちたい」，「日常の生活の中で運動量を増や
すことができると知り，工夫したいと思った」など，自覚を促
された記述がみられた。
６）アルコールと薬物
　大学入学までに「喫煙の健康への影響」「飲酒の健康への影響」
「薬物乱用・依存の健康への影響」については，しっかり教わ
った割合が60％以上と高率であった。しかし，飲酒の健康への
性差の影響の認識は低い結果であった。このことから，より身
近な問題に感じられるよう，さらに女性の飲酒量や依存症が増
加しているデータを示しながら，女性の飲酒における健康への
影響について強調して説明した。「薬物乱用・依存の健康への
影響」についてはしっかり教わった割合が最も高率であったが，
違法ハーブ（平成26年７月22日より危険ドラックと呼称）によ
る交通事故が相次ぎ，大物芸能人の覚醒剤使用による逮捕など，
社会的に大きな問題となっており，日々状況が変化しているこ
とから大学での再教育の必要性があると判断した。アルコール
や薬物は大学入学までにしっかり教わってきているが，なぜ今
回も伝えたいのかを明確に説明したうえで，薬物依存が起こる
脳の科学的な説明を加え，「やせるくすり」「元気がでるくすり」
などという誘い文句や恋人や友人からの誘いをどのように断る
かなどより具体的な問題として取り上げた。学生の感想には「ア
ルコールや薬物の障害について良く考えなければならないと思
った」「薬物依存のメカニズムが理解できた」「勧められること
があるかもしれないが，しっかり断りたい」「薬物には絶対に
手を出さないと誓った」など，自分の問題として捉え直してい
る記述がみられた。
７）学外研修における健康管理
　本学は海外研修も含め必修の学外研修が多く組まれている。
もともと心身面の不調で研修参加が困難な学生の存在は否めな
いが，自己管理が不十分な学生が，結果として研修先で急な受
診や途中帰宅になったという報告を受けていた。本来の研修の
目的である学生同士の交流を深め，成長する機会を得るために
は研修時の自己の健康管理は重要になってくる。そのため，研
修の準備期間からの健康管理の方法について説明を加えた。学
生の感想には「海外研修はまだ先だが，近くなったら今日の講
義の内容を思い出したい」，「研修に持参する医薬品などがわか
った」，「持病があるためしっかり準備して臨みたい」などの記
述がみられ，研修に向けての健康管理の動機づけの機会になっ
たと考える。
きたと評価できる。しかしながら一回の講義で伝えたい内容は
多岐にわたり，一部ではあるが「スピードが速くメモがとれな
かった」との感想がきかれた。講義内容が整理できるよう，講
義の最後に簡単な復習問題を実施し，回答と解説を行ったが，
今後は学生が講義の内容を整理できるようさらなる工夫が必要
である。
１）健康診断の結果の見方
　毎年，１回目の健康教育では，入学時に実施した健康診断の
結果を返却し，その結果の見方を説明し，自己の健康について
振り返るきっかけ作りをしている。この方法は毎回高評価を得
ているため，今回も同様の手法を試みた。学生の自由記述には
「健康診断の項目の見方が初めて分かった」，「健康診断の結果
から自分の生活を改善しようと思った」など，健診結果に関心
を示し，自己を振り返る感想がきかれた。
２）生活の点検の仕方と改善策
　食事や睡眠，運動など基本的な生活習慣がどのように健康と
関連しているかについては，大学生活がイメージでき，身近な
問題として捉えられるよう先輩方の体験談を交え説明した。学
生の感想には「大学生になったので，今までとは違い自分のこ
とは自分で管理していかなければならないと思った」「高校ま
ではすべて親任せであったが，それではいけないと思った」な
どの内省し自覚が促されたことが示唆される記述があった。
３）ベストウエイトのために
　体重管理の意義については，実際に自分のBMIを計算しな
がら説明を行い，本国の若い女性のやせの割合が多い現状22）
と，その背景として考えられる雑誌モデルや，テレビタレント
の影響についてもデータをもとに説明した。不適切なダイエッ
トは本人の健康問題のみならず将来生まれてくる子供にも影響
があり，貧血や骨密度低下を招き，将来の健康にも影響するこ
と，健康こそ美であることを説明した。「太っていると思って
いたが，普通で安心した」「BMIで肥満だと知り食生活を改め
なければと思った」「健康な内面の美しさが大切であると知っ
た」などの記述から，体重管理の意義について伝わったと考える。
４）おしゃれ障害（カラーコンタクト使用の注意）
　おしゃれを楽しむ年代であり，カラーコンタクトの使用は学
年が上がる毎に増加する傾向にあることから，その危険性につ
いて説明し，おしゃれ障害の概念に触れた。「深く考えず安い
カラーコンタクトを使っていたが，これからはその危険性につ
いても考えなければと思った」との感想から，おしゃれ障害に
ついて知識を深めることができたと考える。
５）美しい姿勢とは（生活の中に運動を）
　日頃から学生の姿勢の悪さを感じ，また肩こりや頭痛の訴え
が多いことから姿勢との関連も推測され，学生が正しい姿勢を
実感できるよう，実際に立位をとり体を動かす時間を設けた。
この演習は学生の集中力の途切れやすい講義の中盤に盛り込ん
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２．授業条件に関する評価
　2011（平成23）年度は，実施条件に関して「会場が暑かった」「換
気が悪く気分が悪くなった」「騒いでいる人がいて残念だった」
「画面が見にくかった」「人数が多すぎる（会場に558人いた）」「立
ち上がるスペースがなく残念だった（講義中に立位の姿勢をと
った）」「どこに着席すれば良いかわかりにくく，全員が着席す
るまで時間がかかり過ぎる」などの否定的な意見が多数あった。
　人数が多いことで室温が高くなり，気分が悪くなる学生もい
た反省から，教務課が対象人数を調整し，気温が高く，対象人
数が多い日には，早めに冷房を入れるなど，細かい配慮があっ
たことで，受講環境が大きく改善された。慣れない新入生にと
って，複数の学科が合同で受講することは着席までの混乱が予
測された。しかし，教務課が作成した座席表を表示し，スタッ
フが誘導する等，着席がスムーズにできるよう工夫したことで，
着席までの時間を短縮できた。また，画面が見にくいとの感想
にはパワーポイントの作成に留意したが，今年度はプロジェク
ターが新しくなるなどの設備変更があったこともあり，後方の
席で若干モニターが見にくかったとの感想が一例あったのみで，
その他の否定的な感想はなかった。
　教務課の支援体制があったことで，学生が講義に集中できる
環境が整えられたといえる。
３．問題の未然防止・問題解決・自己の振り返りに関する教育
　　評価
　「直面するかもしれない健康問題を未然に防ぐのに役立つと
思う」については，98.5%が肯定的回答であり，「今後問題に直
面した時，問題解決に役立つと思う」については，98.1%が肯
定的回答であった。これは，アルコールや薬物の健康への影響
や，生活習慣が健康に与える影響について理解した結果だとい
え，今後の大学生活および社会に出てから，健康問題を未然に
防ぎ，問題に遭遇した時に解決する力を身につける能力の獲得
を目指した講義内容が評価されたと考える。
　「自分について振り返って考えたり，気づいたりする機会に
なった」については，97.9%が肯定的回答であった。これは，
現在の自分の生活習慣を振り返る重要性を伝え，健康診断の結
果の見方を説明したことが奏功したと考える。
　「体や心での悩みや不安を抱えたとき，保健センターに相談
に行ってみようと思う」については，92.0%が肯定的回答であ
った。問題解決のために行動できる力には，適切な援助者に相
談する力も含まれる。問題解決の適切な援助者は保健センター
に限ったことではないが，「保健センターはけがや病気の時に
行くだけでなく体や心の相談ができると分かった」「健康につ
いて不安があった時保健センターに相談に行こうと思った」な
どの感想が聞かれ，学生の健康支援の役割を担う保健センター
の存在を紹介する機会を得たことは意義があると考える。
　自己のアルコール代謝の体質を知るため，保健センターでア
ルコールパッチテストを実施していることを紹介した結果，受
講後57名が実施に訪れた。また，栄養士と共に減量支援を実施
していることを紹介した結果，7名の支援希望者の申し出があ
った。このことは，知識の向上から行動変容に繋がったことが
示された。
Ⅴ．結語
　健康教育の目標は，学生が自らの健康問題に気づきその問題
解決のために自ら行動できる力，すなわち自己管理能力の向上
にある。わが国の少子化の観点からも，女子学生が結婚，妊娠，
出産を選択する際の十分な知識と，自己管理能力を獲得したう
えで社会に出ることは重要な課題であると考える。
　今回，第一報3）での反省点と学生が入学までに受けてきた健
康教育についての調査結果から検討した健康教育の内容は，学
生から概ね有効だと認識された。しかしながら，その内容は社
会背景や大学入学までに受けた教育の程度によって変化するも
のである。そのため，日常での業務を通し，時代毎に変化する
学生の健康課題を敏速に把握し，教育に反映させる視点が必要
である。
　江尻23）は，わが国において一般学生に対しての健康教育の実
施状況が良くない原因のひとつに，授業を通して健康教育をす
る重要性が大学側に認識されていないことを挙げている。本学
は資格取得を目指した学科が多く，過密なカリキュラムが組ま
れているが，その中で保健センター主催の健康教育が全学共通
の必修講義として維持できているのは，各関係部署の理解と協
力の賜物といえる。大学側の学生の健康を重視する姿勢が，保
健センターの健康教育の継続を可能にしている。
　多くの学生は，月経周期と体調との関連を理解しておらず，
知識不足のためセルルフケアが不十分で生活の質に影響を及ぼ
している現状がある。今回の健康教育では説明する時間が十分
確保できなかったが，今後，月経のセルフケアについての教育
に取り組んでいきたい。
　学生が女性のライフステージでの健康課題を理解し，対応で
きる力を習得して卒業を迎えるため，その育成に向け女子大学
での健康教育の使命は大きいものであると考える。
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